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＜全国統一標語＞「 消さないで あなたの心の 注意の火。」

消
防
消
防

八幡平地区の石鳥谷子供会では「火の用心」
が夏休みの恒例行事になっています。３０年以
上も前から続けているこの行事は、今も地域の
子供達の手によって守られています。

今ではすっかり珍しくなった「火の用心」で
すが、石鳥谷子供会では、夏休み中の夕方、毎
日「火の用心」を続けています。夏の暑い中、
子供たちは拍子木を鳴らしながら「マッチ一本、
火事のもと。」と元気の良い声を響かせ、地域
の防火に活躍しています。

「火の用心！ マッチ一本、火事のもと！」

携帯電話やパソコンに鹿角市、小坂町で発生した災害情報を

ｅメールで配信しています。ご利用される方は、登録が必要

ですので、下記のメールアドレスへ氏名と登録するメールア

ドレス、連絡先の電話番号を明記して送信して下さい。

登録先eメールアドレス

火災や災害の最新情報、応急手当講習申

し込み、各種届出様式、また消防防災情
報を掲載しておりますのでご利用下さい。
ホームページアドレス

携帯電話用災害情報サイト

携帯電話、パソコンにメール配信

件名 火災情報
場所 鹿角市花輪○○町地内
種別 建物火災

消火活動終了

件名 火災情報
場所 鹿角市花輪○○町地内
種別 建物火災
補足 ○○時○○分花輪○○町
地内建物火災は鎮火しました。

参加している小板橋天斗くん（八幡平小６年）
は「暑くて大変だけど、毎日がんばってます。」
と笑顔。小板橋海渡くん（八幡平小６年）も「石
鳥谷でずっと火事が
ないのがうれしい。」
と話してくれました。

これからも地域の
防火を守るため頑張
ってください！

【携帯電話サイト用ＱＲコード】

鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成 年１月～平成 年８月
総出動件数 １，１３３件

①火 災 等 １３件
②救 急 １，０１６件
③救 助 ２６件
④風 水 害 ８件
⑤遭難捜索 １１件
⑥そ の 他 ５９件



◎消防本部・消防署 電話 ２３－５６０１ 代 ◎十 和 田 分 署 電話 ３５－２００６

◎小 坂 分 署 電話 ２９－２１１９ みなさんからのご意見お待ちしております

鹿角広域消防本部緊急消防援助隊
北海道東北ブロック援助隊合同訓練に参加

去る５月７日に十和田秋田ロータリークラブか
ら創立４０周年記念事業の一環として、ＡＥＤ（
自動体外式除細動器以下ＡＥＤと省略）２器とＡ
ＥＤトレーナー（取り扱い訓練器）２器が寄贈さ
れました。
ＡＥＤは十和田分署、小坂分署に配置され、運
用されています。ＡＥＤトレーナーは、各種救命
講習会等で住民に対する応急手当普及啓発活動の
一環として活躍中です。
また、人が多く集まるような各種イベントにも
貸出していますので、お申し出下さい。

秋の火 災予防運 動

火災が発生しやすい気候になり、秋の火災予防
運動が１１月５日 日 から１１月１１日 土 まで
実施されます。１１月５日 日 の早朝には消防団
による火災想定訓練が行われます。場所は鹿角市
（花輪地区・八幡平地区）、小坂町です。訓練終
了後には消防車が警鐘を鳴らしながら防火パレー
ドを行います。
また、火災予防週間中は朝夕、７時にサイレン
または警鐘が鳴りますので、火災と間違わないよ
うに注意してください。

自宅の寝室等には住宅用火災警報器を平成２３
年５月３１日までに設置しなければなりません。
しかし、残念なことに最近の新聞、ニュースでも
連日のように深夜の住宅火災による死傷者の発生
が報道されています。
今回は住宅用火災警報器（電池式）の取り付け
方法の例を紹介します。

以上のように簡単に取り
付けることが出来ます。

Ａ Ｅ Ｄ 寄 贈

※ 住宅用火災警報器についての詳細は消防署ホ
ームページへ掲載しています。
問い合わせは予防班まで。

① 設置場所を確認し、天

井または壁に外枠をネジ

で固定します。

ＡＥＤとは？
ケイレンを起こした心臓を電気ショックで正
常な状態に戻す機械です。

平成１８年１０月１９・２０日の２日間、青森
県八戸市「ポートアイランド」で北海道東北ブロ
ック緊急消防援助隊の合同訓練に秋田県隊として
参加します。

援助隊は、平成７年１月に発生した阪神淡路大
震災の教訓を踏まえ、地震などの大規模災害に人
命救助活動などを迅速に行うための特別な部隊で、

全国の消防機関が行政区を越えて応援活動を行う
ことを目的に創設されました。

② 外枠に本体を取り付け

します。


